
これからが夏本番です。あおぞら園の子どもたちは早い時期からエアコンのない屋外で過ごす機会も作りながら、

しっかりと汗を流して時候や生活時間に見合った自律神経の活性化を促し、「夏ノ暑サニモマケヌ丈夫ナカラダ」作

りを目指しています。

そこで留意すべきことのひとつに熱中症対策の基本である水分補給があります。皆さんは熱中症の予防のため

に何を飲んでいますでしょうか。普通に、水、麦茶などが一般的でしょうが、中にはミネラルや糖分を効率的に補給

できるということで経口補水液やスポーツドリンクの方がよいと思う方もいるかもしれません。しかし、経口補水液は

実際に脱水状態に陥った人が水分と電解質を補うために摂取するもので、予防的に日常摂取する飲み物ではあり

ません。また、スポーツドリンクはマラソンやサッカーなどのように長時間激しい運動をするときには良いかもしれませ

んが、日常的に飲むにはジュースや清涼飲料水などのように糖質の過剰摂取となります。糖質の過剰摂取はインス

リンによる血糖値の変動を引き起こし、覚醒や集中力が下がって学習活動には逆効果になります。しかも

ジュースや清涼飲料水を日常的に飲むようになってしまうと、脳が常に糖質を求め

るような依存性が現れ、情緒や行動面に悪影響を及ぼします。夏場だけでなく日

常的に糖質の多い飲料を子どもに飲ませることには多くのリスクがあることを知っ

ておいて欲しいと思います。

結論として、多くの汗をかいたときには塩分も必要ですが、通常の生活をしてい

る中での熱中症予防には常温の水や麦茶をこまめに飲むことで十分と考えられま

す。その前提として、前回のワンポイント「早寝早起き朝ごはん」でお伝えしたように、

食事で十分なエネルギーと塩分を摂取しておくことが望ましいでしょう。

6/１７（火）に今年度１回目の歯科検診を行いました。今年度もはるき小児・矯正・歯科の春木先生に歯科検診

をしていただきました。お子様には事前に提示カードなどで歯科検診を行うことは伝えていましたが、初めての状

況や普段と異なる流れに戸惑うお子様の姿も見られました。春木先生の優しい口調と素早い処置ですぐに検診も

終わり、始まるまでは泣いていたお子様も検診が終わるとほっとした表情が見られました。

虫歯にならないためには日々の歯磨きと検診が大切です。お子様が歯磨きに慣れたり、

初めてのことにも少しずつ慣れていくことができるよう保護者の方と一緒に日々取り組んで

いきたいと思います。 （主任・泉川）

今年度も５日間のトライやるウィークに中学生が来てくれました。「前からあおぞら園を知っていた」「将来は子ど

もと関わる仕事がしたい」と熱心な３名の女子生徒さんでした。普段、学校で授業を受けて過ごす１日とは異なるこ

とやお子様との関わり方に戸惑いながらも「好きなことは何かな」「こんなふうに遊んでみよう」と関わる姿が見ら

れました。最後は「働くことは大変だったけど、楽しかった」と感想を教えてくれました。

１週間を通して、働くことの大変さだけでなく、仕事の魅力も感じてもらうことができたのではないかと思っていま

す。これからもいろいろなことを経験し、将来に向けて頑張ってもらえたらと思います。 （主任・泉川）

6/8（日）に第１回パパの勉強会・交流会を行ないました。あおぞら園・きらきらに通われているお父さんとあお

ぞら園OBのお父さん合計７名の方に参加していただきました。パパ会ではグループに分かれてお父さん自己紹

介の後、日々の子育てに関してのお父さん同士でざっくばらんに話しました。最初はやや緊張されているお父さん

方でしたが、会が進行するにつれて和やかな雰囲気で話し合う事ができていました。若林園長からの「こどもの将

来にむけてパパがどうかかわるか」について講演は真剣な表情で皆さん聞かれており、熱心にメモを取られていま

した。パパ会では子育てに関して悩みや対応について不安や疑問が多く出るのかと思っていましたが、お父さん自

身が仕事の状況やお子さんの特性、家庭環境に合わせて自分にできることをしっかりと考え、行動されているこ

とに関心しました。今年度は第３回までパパの勉強会・交流会を

企画しています。普段の生活だと同じ園にお子さんが通っていて

も繋がりにくいお父さん同士がパパの勉強会で会うことによって、

子育てについて気軽に相談できる人間関係ができる機会になれ

ばと考えています。 （井坂）

令和7年度７月号

パパの勉強会・交流会を開催しました ～ お父さん同士が繋がる場として ～

トライやるウィークを終えて ～ 将来に向けて ～

５/26日（月）に今年度1回目の保護者学習会を開催しました。今回は「こどもの将来に向けて いまどう関わる

か」というテーマで、この4月に着任されたあおぞら園 若林園長からお話をうかがいました。講義では子どものさま

ざまな特性を知ることから、二次障害を防ぐための環境の調整や連携の必要性、さらに子どもが健康に育っていく

ための大切な姿勢や考え方・かかわり方について学びました。

参加された方からは、「夫婦での子育てを見直

すきっかけになりました。」「できなくても頑張ったこ

とをほめてあげたり、子どもの気持ちに寄り添って

見守ることの大切さを学びました。」などの多くの

肯定的な感想（部分的に表現を変えています）を

いただきました。

また、ほとんどの方から「十分に子育ての参考に

なった」との評価もいただきました。保護者の方た

ちにあおぞら園の方針に共感していただけて、この

上なく嬉しく思います。

これからもあおぞら園は保護者学習会やパパ

の勉強・交流会、あおぞらセミナーなどを通して

内外に発信し、明石市の療育のセンターとしての

役割を担うべく努めて参ります。今後もよろしくお

願いいたします。 （副施設長・吉川）

6/4（水）に就学を迎えるあおぞら園・きらきらのお子様の保護者の方を対象に就学説明会を行ないました。明

石市教育委員会、いなみ野特別支援学校の先生方にお越しいただき、お話をしていただききました。

教育委員会からは小学校へ入学するまでの流れや通常学級と支援学級の違い、通常学級や支援学級、通級で

受けられる支援など具体的に説明していただきました。いなみ野特別支援学校からは、授業の様子の写真を見せ

て頂きながら、学校の概要を説明して頂きました。

夏頃には、あおぞら園やきらきらで進路懇談を予定しています。就学説明会の中でも進路選択の際には、3年程

度の“長期的な選択”が大事というお話がありました。“長期的な選択”を大切にしながら、保護者の方と一緒にお

子様にとってより良い進路を考えていきたいと思います。 （山下）

園長のワンポイント ～ 夏の水分補給 ～

保護者学習会を開催しました ～ こどもの将来に向けて いまどう関わるか ～

歯科検診のご報告 ～ お子様の歯を虫歯から守るために ～

就学説明会を通して ～ 長期的な進路選択を大切に ～
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